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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
国
土
交

通
行
政
並
び
に
有
明
海
沿
岸
道
路

の
整
備
に
つ
い
て
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
７
月
に
は
九
州
北
部
及
び

熊
本
県
に
お
い
て
猛
烈
な
豪
雨
に

お
け
る
甚
大
な
災
害
（
令
和
２
年

７
月
豪
雨
）
が
発
生
し
ま
し
た
。

被
災
地
の
状
況
把
握
、
早
期
復
旧

の
た
め
に
熊
本
県
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣

隊
）
及
び
リ
エ
ゾ
ン
（
現
地
情
報

連
絡
班
）
に
職
員
を
派
遣
す
る
と

と
も
に
、
大
牟
田
市
内
で
も
浸
水

被
害
が
発
生
し
た
た
め
、
市
役
所

へ
リ
エ
ゾ
ン
を
派
遣
し
、
被
災
状

況
の
情
報
収
集
、
復
旧
活
動
等
の

支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、

供
用
し
て
い
る
有
明
海
沿
岸
道
路

は
、
大
牟
田
市
内
の
被
災
地
支
援

道
路
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
し
ま

し
た
。

　
今
後
、
起
こ
り
う
る
豪
雨
、
地

震
な
ど
の
各
種
災
害
に
対
し
て

は
、
有
明
海
沿
岸
道
路
沿
線
自
治

体
と
連
携
協
力
し
、
地
域
の
よ
り

一
層
の
安
全
確
保
や
防
災
意
識
向

上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
有
明
海
沿
岸
道
路
は
、
福
岡
県

大
牟
田
市
か
ら
佐
賀
県
鹿
島
市
に

至
る
約

㎞
の
地
域
高
規
格
道
路

で
、
当
事
務
所
で
は
有
明
海
沿
岸

道
路
（
大
牟
田
〜
大
川
）

・
５

㎞
、
大
川
佐
賀
道
路
９
・
０
㎞
の

計

・
５
㎞
の
道
路
改
築
及
び
管

理
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
当
事
務
所
で
整
備
を
進
め
て
い

る
令
和
２
年
度
開
通
予
定
の
有
明

海
沿
岸
道
路
（
大
牟
田
〜
大
川
）

の
大
川
東
Ｉ
Ｃ
か
ら
大
野
島
Ｉ
Ｃ

間
（
３
・
７
㎞
）
に
お
い
て
は
、

（
仮
称
）
大
川
高
架
橋
（
約
２
・

１
㎞
）、
（
仮
称
）
筑
後
川
橋（
約

１
・
０
㎞
）
の
上
部
工
工
事
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
部
に
お
い
て
も

盛
土
工
事
が
完
了
し
、
舗
装
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
道

路
標
識
・
防
護
柵
等
の
付
属
物
設

置
工
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
地

元
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
１
日

で
も
早
い
開
通
を
目
指
し
て
工
事

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
開
通
予
定
の
大
川

佐
賀
道
路
（
９
・
０
㎞
）
の
大
野

島
Ｉ
Ｃ
か
ら
（
仮
称
）
諸
富
Ｉ
Ｃ

間
（
１
・
７
㎞
）
に
お
い
て
は
、

（
仮
称
）
早
津
江
川
橋
（
約
８
５

０
ｍ
）
の
渡
河
部（
約
４
５
０
ｍ
）

の
上
部
工
工
事
は
完
了
し
、
引
き

続
き
陸
上
部
の
上
部
工
工
事
を
行

う
予
定
で
す
。

（
仮
称
）
諸
富
高
架
橋
（
約
３
４

０
ｍ
）
は
、
上
部
工
工
事
及
び
床

版
工
事
を
進
め
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
部
に
お
い
て
も
軟
弱
地
盤
対

策
な
ど
の
改
良
工
事
を
行
っ
て
お

り
、
開
通
に
向
け
て
、
確
実
に
工

事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
（
仮
称
）
諸
富
Ｉ
Ｃ
か
ら
西
側

の
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
工
事

を
行
う
た
め
の
測
量
・
地
質
調
査

・
道
路
設
計
や
用
地
買
収
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、
早
期
に
工
事
着
手

で
き
る
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
道
路
整
備
を
行
う
う
え
で
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
建
設
業
の
方
々

は
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
維

持
管
理
の
担
い
手
で
あ
り
、
か
つ

災
害
時
は
地
域
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
地
域
の
守
り
手
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
、
今
後
も
連
携
を

図
り
な
が
ら
一
緒
に
道
路
整
備
に

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
有
明
海

沿
岸
道
路
を
早
期
整
備
す
る
こ
と

で
、
有
明
海
沿
岸
都
市
間
の
交
流

連
携
と
経
済
活
性
化
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
災
害
に
強
い
道
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
事
務
所
全
職
員
で

一
致
団
結
し
て
、
今
年
も
引
き
続

き
事
業
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

実
り
多
い
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
平
素
よ
り
国
土
交

通
行
政
並
び
に
佐
賀
国
道
事
務
所

へ
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
一
昨
年
は
「
令
和
元
年
佐
賀
豪

雨
」
が
発
生
し
、昨
年
は「
令
和
２

年
７
月
豪
雨
」
で
熊
本
県
人
吉
・

球
磨
地
方
を
中
心
に
甚
大
な
被
害

を
受
け
る
な
ど
、
九
州
で
は
毎
年

の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
頻
発
化
す
る
災
害
に
対

し
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
対
応

す
る
た
め
の
道
路
整
備
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
物
流
・
観

光
等
の
経
済
活
動
復
興
や
、
分
散

型
の
国
土
利
用
の
た
め
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
も
必
要
で
す
。

　
当
事
務
所
の
事
業
と
し
て
は
高

規
格
幹
線
道
路
「
西
九
州
自
動
車

道
」、
国
道
３
号
「
鳥
栖
拡
幅
」
、

国
道

号
「
神
埼
佐
賀
拡
幅
」
及

び
「
武
雄
バ
イ
パ
ス
」
、
国
道
２

０
３
号「
多
久
佐
賀
道
路（
Ⅰ
期
）」

を
重
点
的
に
推
進
し
て
お
り
、
広

域
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
事
業
と
し
て
は
県
内
各

所
で
交
差
点
改
良
や
歩
道
設
置
な

ど
の
交
通
安
全
対
策
事
業
及
び
道

路
施
設
の
老
朽
化
対
策
な
ど
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
工
事
の
品
質
確
保

の
た
め
の
九
州
全
体
の
取
り
組
み

に
目
を
向
け
ま
す
と
、
令
和
元
年

６
月
の
品
確
法
改
正
を
受
け
、
建

設
工
事
等
の
発
注
を
効
率
的
に
運

用
す
る
た
め
に
施
工
時
期
の
平
準

化
、
適
正
な
工
期
設
定
な
ど
の
指

針
を
と
り
ま
と
め
、
働
き
方
改
革

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
私
ど
も
国
土
交
通
省
は
、
地
域

経
済
の
発
展
と
と
も
に
、
住
民
の

皆
様
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
社
会
資
本
を
整

備
し
、
し
っ
か
り
と
管
理
し
て
い

く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ

て
も
、
着
実
に
推
進
し
て
い
く
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
今
後
も
全
力
で
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り
多

い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。


